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0.33g/g、セルロース性バイオマスは O.l9g/g、およびグルコアミラーゼ活性は 3.0U/ mlであった。また、 72
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時間の通気培養の結果、蓄積グルコースは 0.40 g/gに増加する一方、セルロース性バイオマスは 0.17g / g 







Trichoderma reesezヒSαccharomycescer飢えszaeの共克義、 ならびし二 Asμrgil1usαwαmoγi、Trichodeγmαγeesezヒ
Saccharomyces cerevisiaeの共培養による同時糖化発酵実験を行った。単位排水溶液当たり 50g/mlのデンプン
抽出残i査を 5日間の Aspergil1usawamoriとSaccharomycescerevisiaeの共培養に供した結果、エタノールの生
産性は単位残溢質量当たり 0.21g/gであった。 A.awamori、Treesei・、およびScerevisiaeの共培養の結果、 0.17
g/gのエタノールが得られた。しかし、 TreeseiおよびScerevisiaeの共培養ではエタノールはほとんど生成
されなかった。本実験条件において、サゴデンプン抽出残i査に含まれるヘミセルロースおよびセルロースの
糖とエタノールへの変換は困難であると考えられた。前処理をともなわない抽出残i査において、共培養に T
reesezを用いてもセルロースの利用を増加させることは国難であった。今後、ヘミセルロースおよびセルロー
スを容易にエタノールに変換するための発展的研究が必要である。
審査の結果の要旨
近年、植物や藻類からのバイオエタノール製造に関する研究が多方面で進められている。地球温暖化の原
因ガスのーっとされる空気中の CO2を固定し再生産が可能で、あることやバイオエタノールを燃料とした場
合の燃焼ガスの清浄性が大きな理由である。しかしトウモロコシやコムギと言った農作物からのバイオエタ
ノール製造は家畜飼料-や人類の食物資源としての利用との競合問題があり大きな課題となっている。このた
め、現在未利用あるいは低利用の状態にある植物バイオマスからのバイオエタノール製造が社会的に求めら
れている D この様な社会的背景のもと、本論文は湿潤地や土壌中の塩分濃度が高いといった悪条件のもとで
も生育が可能なサゴヤシに着目し、サゴヤシに多量に蓄積されるデンプンからのバイオエタノール製造技術
の蓄積に向けた実験研究の成果をとりまとめたものである。本研究で試みられた同時糖化発酵の結果、サゴ
デンプンおよびサゴデンプン抽出残溢からの高効率なバイオエタノール生成の可能性の一端が明らかにさ
れ、将来的に新たなバイオエタノール生産に向けた方向性を示した貴重な研究成果であると判断される。
平成24年 1月初日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出滞のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(生物工学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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